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公共土木施設災害復旧費� 26公共土木施設災害復旧費� 26億億43204320万円万円
道路・公園・水路の復旧工事等道路・公園・水路の復旧工事等

上下水道災害復旧事業費� 1上下水道災害復旧事業費� 1億億10001000万円万円
災害復旧事業費災害復旧事業費

公立学校施設公立学校施設
災害復旧費�722災害復旧費�722万円万円

体育施設体育施設
災害復旧費災害復旧費
� 600� 600万円万円

畑地かんがい施設畑地かんがい施設
災害復旧費�600災害復旧費�600万円万円
畑地かんがい施設の復旧工事畑地かんがい施設の復旧工事

公共施設公用施設公共施設公用施設
災害復旧費�320災害復旧費�320万円万円
防災行政無線の点検・復旧工事防災行政無線の点検・復旧工事

人
事
案
件

公
平
委
員
会
委
員

米よ
ね

田だ

美よ
し

子こ

氏

（
65
歳
）（
新
任　
向
陽
台
）

森も
り

眞し
ん

一い
ち

郎ろ
う

氏

（
56
歳
）（
再
任　
白
帆
台
）

条
例
の
改
正
（
主
な
も
の
）

内
灘
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
住
宅
や
家
財
等
の
資
産
に
つ
い
て
損
失
が
生
じ
た
と
き
は
、
令
和
6

年
度
分
の
個
人
住
民
税
に
お
い
て
、
そ
の
損
失
の
金
額
を
※
雑
損
控
除

の
適
用
対
象
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
特
例
を
設
け
る
改
正
。

※
雑
損
控
除
…
災
害
等
に
よ
り
住
宅
や
家
財
に
損
害
を
受
け
た
場
合
や
、

災
害
等
に
関
連
し
て
や
む
を
得
な
い
支
出
（
災
害
関
連
支
出
）
を
し

た
場
合
に
、
申
告
に
よ
り
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
。

内
灘
町
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
等
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
厚
生
労
働
省
令
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
等
の
事

業
の
人
員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に
伴
う
、

関
係
条
例
に
お
い
て
所
要
の
改
正
。

・
改
正
内
容
の
一
例

　
　
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
介
護
支
援
専
門
員
の
配
置
人
数

　
　
　
改
正
前
…
利
用
者
35
人
ご
と
に
1
人

　
　
　
改
正
後
…
利
用
者
44
人
ご
と
に
1
人

3月会議
3月4日～8日インフラ復旧インフラ復旧にに全力全力をを投入投入

令
和
6
年
3
月
会
議
は
3
月
4
日
か
ら
8
日
ま
で
の
5
日
間
開
催
さ
れ
、

専
決
処
分
の
承
認
の
ほ
か
、
令
和
5
年
度
補
正
予
算
6
件
、
条
例
の
改

正
11
件
、
令
和
6
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
1
4
4
億
2
5
0
0
万
円
、

令
和
6
年
度
特
別
会
計
当
初
予
算
6
件
、
人
事
案
件
な
ど
計
33
議
案
を

審
議
し
、
全
て
原
案
の
通
り
承
認
・
可
決
・
同
意
し
た
。
元
日
に
発
生

し
た
能
登
半
島
地
震
被
害
に
対
処
す
る
た
め
、
令
和
6
年
度
一
般
会
計

当
初
予
算
は
被
災
者
の
支
援
と
イ
ン
フ
ラ
復
旧
を
最
優
先
と
し
た
骨
格

予
算
が
組
ま
れ
た
。

インフラ復旧
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罹災証明のための家屋調査と罹災証明のための家屋調査と
証明書交付業務�証明書交付業務�
� 1380� 1380万円万円
被災者からの申請に基づき、被災した家屋等の被災者からの申請に基づき、被災した家屋等の
被害状況の調査を行い、確認できた被害の程度被害状況の調査を行い、確認できた被害の程度
等について罹災証明書を交付。等について罹災証明書を交付。

賃貸型応急住宅供与費�賃貸型応急住宅供与費�
� 2� 2億億27202720万円万円
住宅に大きな被害を受けた被災者に対し、民間住宅に大きな被害を受けた被災者に対し、民間
賃貸住宅を借り上げ、応急住宅として供与。賃貸住宅を借り上げ、応急住宅として供与。

・住宅応急修理費� 5860万円
屋根、外壁等、必要不可欠な最小限度の応急修理費用の一部を
助成

・生活家電供与費� 2600万円
応急仮設住宅入居者に生活家電購入費を支援

・公営住宅供与費� 155万円
鶴ケ丘町営住宅を修繕し被災者に供与

・建設型仮設住宅供与費� 1360万円
建設型仮設住宅の入居申し込み受付、施設管理費

・公費解体費� 3億5200万円
全壊、大規模半壊、中規模半壊、半壊の被災家屋等を町が所有
者に代わって解体・撤去を行う
※関連記事は P5（委員会レポート）

・災害廃棄物処理費� 1億1735万円
地震により町内で発生した家財等の災害ゴミを蓮湖渚公園内調
整池で受入れ

・被災者生活再建支援金� 5100万円
生活基盤に被害を受けた世帯の生活再建支援

・学校災害救助費� 1722万円
被災児童生徒の送迎や学校費用の一部助成

・小中学校教育振興費� 130万円
要・準要保護児童生徒援助費補助

・災害援護資金貸付金� 700万円
世帯主が 1カ月以上の負傷または住居や家財に被害を受けた場
合の貸付金

被災者支援被災者支援ととインフラ復旧インフラ復旧令和6年
能登半島

地 震

被災者支援

・上水道使用料減免� 4500万円
・下水道使用料減免� 3500万円

被害の状況に応じて 12月・1月・2月使用分の上下水道使用料を減免

水道復旧作業中
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

2
月
の
委
員
会
で
は
、
地
震
関
係
を
含
む

計
11
件
の
報
告
を
受
け
た
。

　

農
地
に
つ
い
て
は
町
土
地
改
良
区
、
干
拓

地
内
は
河
北
潟
干
拓
土
地
改
良
区
が
、
復
旧

に
向
け
取
り
組
ん
で
お
り
、
被
害
を
受
け
た

内
灘
揚
水
機
場
の
ポ
ン
プ
設
備
は
、
仮
復
旧

し
、
町
の
畑
地
か
ん
が
い
施
設
へ
順
次
通
水

を
行
い
、
漏
水
箇
所
が
な
い
か
点
検
中
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

町
道
は
道
路
・
水
路
の
復
旧
を
優
先
し
て

行
っ
て
お
り
、
公
園
の
復
旧
時
期
は
未
定
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　
ま
た
、「
内
灘
海
岸
・
放
水
路
回
遊
空
間
整

備
構
想
に
つ
い
て
」
は
、
手
続
き
を
い
っ
た

ん
中
断
し
、
今
後
の
復
旧
・
復
興
の
状
況
に

よ
り
本
構
想
を
検
討
す
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

復
旧
・
復
興
に
向
け
て

　�	

仮
設
住
宅
入
居
者
向
け
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
バ
ス
の
臨
時
バ
ス
停
を
設
け
る
こ

と
が
で
き
な
い
か
。

　

�	

現
行
の
運
行
ル
ー
ト
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　�	

仮
設
住
宅
入
居
期
間
の
延
長
は
可
能
か
。

　

�	

復
旧
状
況
に
よ
り
延
長
も
可
能
。

　�	

個
人
敷
地
内
の
下
水
道
修
繕
に
つ
い

て
、
助
成
制
度
は
な
い
か
。

　

�	

制
度
の
有
無
を
県
に
確
認
す
る
。

　
　
（
今
の
と
こ
ろ
助
成
制
度
は
な
い
）

　�	

生
活
再
建
の
た
め
、
早
期
に
復
興
プ

ラ
ン
を
示
す
べ
き
。

　

�	

液
状
化
調
査
分
析
後
、
国
・
県
の
助
言

を
受
け
、
複
数
の
プ
ラ
ン
を
策
定
予
定
。
住

民
の
声
を
反
映
し
プ
ラ
ン
を
練
っ
て
い
く
。

　�	

復
旧
・
復
興
を
進
め
る
中
で
、
図
書

館
や
駅
前
整
備
な
ど
を
含
む
計
画
の
策

定
を
す
る
べ
き
な
の
か
（
立
地
適
正
化

計
画
）。

　

�	

復
旧
・
復
興
を
最
優
先
に
進
め
る
が
、

公
共
施
設
の
再
整
備
の
た
め
必
要
な
計
画

で
あ
り
、
地
域
の
安
全
・
安
心
を
盛
り
込

ん
だ
ま
ち
づ
く
り
を
計
画
し
て
い
く
。

　

3
月
の
委
員
会
で
は
令
和
5
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
及
び
令
和
6
年
度
一
般
会
計
予

算
を
含
む
17
議
案
を
審
査
し
、
全
て
可
決
し

た
。

　

ま
た
、
請
願
第
2
号
土
地
の
借
地
料
の
免

除
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
は
採
択
と
し
た
。

　

膨
大
な
時
間
外
勤
務
手
当
の
増
額
補
正
が

あ
る
が
、
職
員
の
労
務
管
理
面
で
問
題
は
な

い
か
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。
執
行
部
か
ら
、

1
月
中
の
時
間
外
勤
務
時
間
は
、
職
員
一
人

あ
た
り
平
均
96
時
間
と
な
り
、
約
3
割
の
職

員
が
1
0
0
時
間
を
超
え
て
い
る
。
定
期
的

な
休
暇
の
確
保
を
図
り
、
協
力
体
制
の
整
備

に
努
め
て
い
く
と
の
回
答
が
あ
っ
た
。

令
和
6
年
度
予
算

　�	

罹
災
証
明
書
の
被
害
の
程
度
に
よ
り
、

町
税
を
減
免
す
る
と
あ
る
が
、
液
状
化

の
影
響
を
受
け
た
土
地
の
令
和
6
年
度

評
価
額
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

�	
何
ら
か
の
基
準
を
も
っ
て
減
額
あ
る
い

は
減
免
を
講
ず
る
必
要
が
あ
り
、
あ
わ
せ

て
納
税
通
知
の
発
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
も

検
討
し
て
い
る
。

　�	

町
に
寄
せ
ら
れ
て
い
る
義
援
金
の
配

分
時
期
は
。

　�

　
ま
た
、
全
壊
も
大
規
模
半
壊
も
居
住

不
可
能
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

配
分
額
に
差
を
つ
け
な
い
よ
う
配
慮
で

き
な
い
か
。

　

�	

配
分
委
員
会
で
検
討
し
た
い
。

報
告
事
項

　

北
鉄
浅
野
川
線
内
灘
駅
到
着
車
内
メ
ロ

デ
ィ
ー
と
し
て
松
任
谷
由
実
さ
ん
の
楽
曲

a
c
a
c
i
a
〔
ア
カ
シ
ア
〕
を
3
月
16
日

か
ら
放
送
す
る
。

問答問答問答

問答問答

問答

問答

液状化による被害

総務産業
建設常任
委 員 会

◎
恩
道
正
博　
　
〇
西
尾
雄
次　
　
南　
守
雄

　
中
川　
達　
　
　
磯
貝
幸
博　
　
中
村　
聡

能
登
半
島
地
震

町
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

松任谷由実さんと内灘駅長の水内さん

2024.3.17

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
２
月
・
３
月
）
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◎
は
委
員
長
　
〇
は
副
委
員
長
　
議
長
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

2
月
の
委
員
会
で
は
、
令
和
6
年
3
月
1

日
に
ス
タ
ー
ト
し
た
、
住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
被
災
関
連
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
っ
た
。

　�	

コ
ン
ビ
ニ
で
交
付
を
受
け
る
場
合
の

手
数
料
は
。

　

�	

窓
口
交
付
手
数
料
よ
り
、
全
て
1
0
0

円
減
額
と
な
る
。

学
校
・
保
育
所
は
大
丈
夫
？

　�	

西
荒
屋
小
学
校
や
北
部
保
育
所
の
子

ど
も
た
ち
は
、
鶴
ケ
丘
小
学
校
や
向
粟

崎
保
育
所
へ
、
元
気
に
通
っ
て
い
る
。

被
災
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

　

�	

小
学
校
は
階
段
部
分
に
亀
裂
が
あ
る
が
、

専
門
家
に
よ
る
確
認
の
結
果
、
特
に
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
は
な
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

給
食
配
膳
室
、
別
棟
の
給
食
搬
入
口
は
傾

い
て
い
る
た
め
、
対
応
が
必
要
に
な
る
。

校
舎
周
囲
の
陥
没
、
隆
起
し
た
部
分
や
グ

ラ
ン
ド
、
プ
ー
ル
は
、
修
復
が
必
要
と
考

え
て
い
る
。

　

�　

保
育
所
は
建
物
全
体
が
傾
き
、
保
育
室
、

医
務
室
な
ど
の
床
が
隆
起
し
て
い
る
。
現
状

の
建
物
を
そ
の
ま
ま
直
す
こ
と
は
不
可
能

と
判
断
し
て
い
る
。
4
月
以
降
も
向
粟
崎

保
育
所
へ
の
入
所
を
前
提
に
、
転
園
希
望
の

場
合
は
優
先
し
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　�	

白
帆
台
保
育
園
が
一
番
近
い
が
、
優

先
的
に
転
園
で
き
る
の
か
。

　

�	
白
帆
台
保
育
園
か
ら
は
、
被
災
状
況
を

鑑
み
、
希
望
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
た
い
と

の
回
答
が
あ
っ
た
。
確
認
し
た
が
、
転
園

希
望
者
は
い
な
か
っ
た
。

福
祉
避
難
所

　�	

被
災
者
の
中
で
、
障
が
い
者
の
福
祉

避
難
所
の
希
望
は
な
か
っ
た
か
。

　

�	

希
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
よ
う
準
備

し
て
い
た
が
、
今
回
は
希
望
が
な
か
っ
た
。

　�	

障
害
者
団
体
や
障
が
い
者
の
方
達
に
も

福
祉
避
難
所
開
設
の
情
報
を
伝
え
た
の
か
。

　

�	

各
個
人
に
は
案
内
し
て
い
な
い
。
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
を
も
と
に
、
安
否
確

認
な
ど
を
行
っ
た
。

　

�　
ま
た
、
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
必
要
か
、
自
宅
で
避

難
し
て
い
る
方
に
必
要
な
も
の
が
な
い
か

随
時
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

　

3
月
の
委
員
会
で
は
、
内
灘
町
こ
ど
も
家

庭
セ
ン
タ
ー
条
例
の
制
定
、
第
3
次
う
ち
な

だ
健
康
プ
ラ
ン
21
の
策
定
や
、
令
和
5
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
及
び
令
和
6
年
度
一
般

会
計
予
算
を
含
む
18
議
案
を
審
査
し
、
全
て

可
決
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
方
の
保
育
料
・
学
童

保
育
料
の
免
除
、
国
保
・
後
期
保
険
税
（
料
）

減
免
、
介
護
保
険
料
の
減
免
、
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
利
用
料
免
除
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

　�	

公
費
解
体
の
見
通
し
は
。

　

�	

解
体
工
事
ま
で
に
家
財
の
搬
出
が
必
要

な
た
め
、
工
事
ま
で
に
日
数
を
要
す
る
可

能
性
が
あ
り
、
災
害
廃
棄
物
仮
置
場
開
設

期
間
の
延
長
を
検
討
中
。

　�	

家
財
の
搬
出
等
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
関
す
る
情
報
の
周
知
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

　

�	

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
避
難
所
ポ
ス
タ
ー
掲

示
、
案
内
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
等
で
周
知
。

民
生
委
員
と
も
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
人

に
行
き
渡
る
よ
う
努
め
、
転
出
し
た
避
難

者
へ
は
町
で
把
握
し
て
い
る
住
所
へ
案
内

を
送
付
し
て
い
る
。

問答問答

問答

問答問答

問答問答

全壊した北部保育所

延長が望まれる災害廃棄物仮置場
（蓮湖渚公園内）

文教福祉
常 任
委 員 会

◎
清
水
文
雄　
〇
土
屋
克
之　
　
夷
藤　
満

　
北
川
悦
子　
　
生
田
勇
人　
　
川
口
正
己

公
費
解
体

周
知
は
早
め
に

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
（
２
月
・
３
月
）
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3月会議審議議案と採決状況

議案番号
議員名

議決結果

中な
か
村む

ら　
　
聡

さ
と
し

土つ
ち

屋や

克か
つ

之ゆ
き

西に
し
尾お

雄ゆ
う
次じ

磯い
そ
貝が

い

幸ゆ
き
博ひ

ろ

七し
ち
田だ

満み
つ
男お

川か
わ

口ぐ
ち

正ま
さ

己み

生い
く
田た

勇は
や
人と

恩お
ん
道ど

う

正ま
さ
博ひ

ろ

北き
た

川が
わ

悦え
つ

子こ

夷い

藤と
う　

　
満

み
つ
る

清し

水み
ず

文ふ
み

雄お

中な
か

川が
わ　

　
達

す
す
む

南み
な
み
　
　
守も

り
雄お

議案名

議案第1号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和5年度内灘町一般会計補正予算（第7号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第2号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和5年度内灘町水道事業会計補正予算（第4号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第3号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和5年度内灘町下水道事業会計補正予算（第3号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第4号 専決処分の承認を求めることについて
〔令和5年度内灘町一般会計補正予算（第8号）〕 承認 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第5号 専決処分の承認を求めることについて
〔内灘町手数料徴収条例の一部を改正する条例について〕 承認 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第6号 専決処分の承認を求めることについて
〔内灘町消防手数料徴収条例の一部を改正する条例について〕 承認 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第7号 令和5年度内灘町一般会計補正予算（第9号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第8号 令和5年度内灘町国民健康保険特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第9号 令和5年度内灘町後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第10号 令和5年度内灘町介護保険特別会計補正予算（第3号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第11号 令和5年度内灘町水道事業会計補正予算（第5号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第12号 令和5年度内灘町下水道事業会計補正予算（第4号） 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第13号 令和6年度内灘町一般会計予算　　　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第14号 令和6年度内灘町新エネルギー事業特別会計予算　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第15号 令和6年度内灘町国民健康保険特別会計予算　　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第16号 令和6年度内灘町後期高齢者医療特別会計予算　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第17号 令和6年度内灘町介護保険特別会計予算　　　　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第18号 令和6年度内灘町水道事業会計予算　　　　　　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第19号 令和6年度内灘町下水道事業会計予算　　　　　 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第20号 内灘町こども家庭センター条例の制定について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第21号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第22号 内灘町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する
条例等の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第23号 内灘町国民健康保険事業財政調整基金条例の一部を改
正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第24号 内灘町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第25号 内灘町介護保険条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第26号 内灘町霊園条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第27号 内灘町水道事業給水条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第28号 内灘町水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水
道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第29号 第3次うちなだ健康プラン21の策定について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第30号 内灘町税条例の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第31号 内灘町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関す
る基準等を定める条例等の一部を改正する条例について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第32号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議案第33号 公平委員会委員の選任につき同意を求めることについて 同意 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
請願第2号 土地の借地料の免除を求める請願 採択 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ 除 ○ ○ ○ ○
議会議案第1号 能登半島地震の災害復旧・復興支援を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会議案第2号 能登半島地震被災地の復興のため、大阪･関西万博の再
検討を求める意見書の提出について 可決 ○ ○ ○ × － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○は賛成、×は反対、棄は議場に不在、欠は欠席、除は除斥、－は採決に加わらない

可
決

◎
提
出
者　
生
田
勇
人

○
賛
成
議
員　
清
水
文
雄　
恩
道
正
博

要
旨

　
被
災
地
が
一
日
も
早
く
復
旧
・
復
興
を

成
し
遂
げ
る
た
め
、
国
に
よ
る
直
轄
事
業

の
拡
大
・
推
進
と
新
た
な
補
助
制
度
の
創

設
等
、
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
措
置
を
講
じ

る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

可
決

◎
提
出
者　
清
水
文
雄

○
賛
成
議
員　
南　
守
雄　
生
田
勇
人

要
旨

　
被
災
地
復
興
の
た
め
、
2
0
2
5
年
の

大
阪
･
関
西
万
博
の
開
催
計
画
の
見
直
し

･
再
検
討
、
及
び
万
博
に
当
て
ら
れ
て
い

た
国
費
･
物
資
･
労
働
力
を
、
能
登
半
島

地
震
の
被
災
地
復
興
に
集
中
さ
せ
る
こ
と

を
要
望
す
る
。

※
右
記
2
件
の
意
見
書
は
内
閣
総
理
大
臣
含
む
関

係
大
臣
へ
意
見
書
を
送
付
済
。

意
見
書
の
提
出

採
択

◎
請
願
者　

　
社
会
福
祉
法
人
Ｎ
Ｇ
Ｕ
福
祉
会

　
理
事
長　
　
松
本
茂
美

○
紹
介
議
員　
　
北
川
悦
子

請
願
の
審
査

討
論
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　地震発生から3カ月を目前に、下記日程で被災地区住民説明会が開催されました。
　町長以下執行部が現地に足を運び、住民の声に耳を傾け、現在の町内被害状況や、現状活用できる各種
生活支援制度等の説明を行いました。
　各会場では、被災した住民が真剣に説明を聞き、町側も真摯に対応していました。
　しかし、住民はもう少し踏み込んだ説明を町に期待していた様子でした。

　～住民の声（一部抜粋）～
・町長がテレビで発言した集団移転は可能なのか。
　→ あくまでも究極の考え。地域の住民が望めば町は検討したいが、液状化の調査結果を踏まえ
プランを策定したい。

・罹災証明の判定をする際、職員の知見が曖昧なのではないか。
　→判定する職員は研修を受け、国の基準に沿って判定している。

・県の義援金配分はおかしい。奥能登だけが手厚い。
　→2次3次がある。公平に行うよう県に要望している。

・復興住宅建設を考えているのか。
　→場所は未定だが、建設を検討している。

様々なご意見の中から抜粋しており、全てを掲載できず申し訳ございません。ご了承ください。

　・西荒屋 3/17（日）午後1時～ 西荒屋小学校
　・室、湖西 3/17（日）午後4時～ 室公民館
　・鶴ケ丘東 3/23（土）午前9時～ 鶴ケ丘小学校
　・大根布 3/23（土）午後4時～ 大根布公民館
　・向粟崎、旭ケ丘 3/31（日）午前9時～ 向粟崎公民館
　・宮坂 3/31（日）午後1時30分～ 宮坂公民館

　復旧・復興に向け、議員一同も全力で取り組んでまいります。
　引き続き、町民の皆様のご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

被災地区住民説明会

上：多くの住民が集まる鶴ケ丘小学校
左：大根布公民館での川口町長、七田議長
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1部あたりの単価は25.60円です。

発
　
行
：
内
灘
町
議
会
	
責
任
者
：
議
長
　
七
田
満
男

〒
920-0292　

 石
川
県
河
北
郡
内
灘
町
字
大
学
1丁
目
2‐
1

 076-286-6715　
 FA
X
076-286-6711 広

報
対
策
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
中
村
　
　
聡

　
副
委
員
長
　
土
屋
　
克
之

　
委
　
　
員
　
北
川
　
悦
子

　
委
　
　
員
　
川
口
　
正
己

　
委
　
　
員
　
西
尾
　
雄
次

　
ク
リ
ス
マ
ス
寒
波
の
雪
も
ほ

と
ん
ど
溶
け
、
ほ
の
ぼ
の
と
し

た
曇
り
空
の
元
日
の
夕
方
に
犬

の
散
歩
を
し
て
い
る
と
、
突
然

「
ゴ
オ
ッ
ッ
ッ
ォ
オ
」
と
い
う

凄
ま
じ
い
地
鳴
り
の
あ
と
、
強

烈
な
地
面
の
揺
れ
、
突
き
上
げ

が
し
ば
ら
く
続
き
歩
け
ず
に
い

た
。

　
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
で

あ
る
。
揺
れ
が
お
さ
ま
り
、
急

い
で
家
路
に
つ
き
テ
レ
ビ
を
見

て
み
る
と
、
能
登
地
方
を
震
源

地
と
し
最
大
震
度
7
、
内
灘
で

震
度
5
弱
だ
と
言
う
。
大
変
な

被
害
が
起
き
て
い
る
と
思
い
、

次
の
日
に
向
粟
崎
か
ら
順
に
見

て
回
る
と
言
葉
に
も
出
せ
な
い

ほ
ど
の
大
災
害
。
完
全
に
復
旧

す
る
ま
で
に
い
っ
た
い
何
年
か

か
る
の
か
。
議
員
一
同
力
を
合

わ
せ
、
復
旧
・
復
興
に
向
け
て

頑
張
り
た
い
。

　
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
議

員
一
同
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

�

〔
委
員
　
川
口
　
正
己
〕

　

震
災
か
ら
4
カ
月
を
経
ま
し

た
が
、ま
だ
ま
だ
傷
の
癒
え
な

い
被
災
地
や
被
災
者
の
皆
様
に
、

心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
令
和

5
年
12
月
26
日
に
行
い
ま
し
た
。

◆
活
動
内
容
を
詳
し
く
教
え
て

く
だ
さ
い
。

〇
鶴
ケ
丘
東
町
会
の
住
民
の
皆

さ
ん
か
ら
飼
い
主
の
い
な
い

猫
の
情
報
を
い
た
だ
き
、
地

域
猫
と
な
っ
た
猫
た
ち
の
命

を
守
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
エ
サ
や
り
、
ト
イ
レ
の
掃
除
、

健
康
管
理
を
朝
夕
毎
日
、
当

番
制
で
お
世
話
し
て
い
ま
す
。

◆
拠
点
は
あ
り
ま
す
か
。

○
役
場
か
ら
借
り
て
い
る
、あ

る
場
所
に
地
域
猫
の
た
め
の

生
活
拠
点
と
な
る
三
角
ハ
ウ

ス
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
三
角
ハ
ウ
ス
っ
て
、
ど
ん
な

建
物
で
す
か
。

○
立
ち
上
げ
当
初
の
東
町
会
の

メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
作
ら
れ

た
地
域
猫
専
用
の
小
屋
で
す
。

令
和
2
年
8
月
に
石
川
県

社
会
福
祉
協
議
会
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
振
興
基
金
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
機
器
・
備

品
等
助
成
事
業
を
活
用
し
て
、

リ
フ
ォ
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
、
5
匹
の
猫
が
住
ん
で

い
ま
す
。

◆
思
い
出
に
残
る
猫
は
い
ま
す

か
。
そ
し
て
、
何
で
も
ひ
と

言
お
願
い
し
ま
す
。

◆
今
、
飼
っ
て
い
る
の
は
何
匹

で
す
か
。

○（
中
畑
さ
ん
）

　
2
年
前
に
亡
く
な
っ
た
地

域
猫
の「
グ
シ
ャ
」で
す
。餌

の
時
間
に
は
毎
日
、
座
っ
て

待
っ
て
い
ま
し
た
。「
地
域
猫

愛
」を
共
有
す
る
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。3
匹
で
す
。

　（
新
明
さ
ん
）

　
3
年
前
に
鶴
ケ
丘
で
保
護
し

た
2
匹
の
子
猫
で
す
。
不
幸

な
子
猫
が
増
え
な
い
よ
う
に
、

地
域
猫
活
動
は
必
要
で
す
。

3
匹
い
ま
す
。

　（
百
崎
さ
ん
）

　
里
親
と
し
て
初
め
て
飼
う
こ

と
に
な
っ
た「
陸り

く

」
で
す
。
残

念
な
が
ら
8
歳
の
若
さ
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。現
在
も
保
護

猫
数
匹
と
生
活
し
て
い
ま
す
。

◆
町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
。

○
や
っ
ぱ
り
助
成
制
度
で
す
。

正
直
言
っ
て
、
エ
サ
代
、
病

院
代
、
避
妊
去
勢
手
術
代
、

毛
布
な
ど
備
品
代
、
埋
葬
料

と
持
ち
出
し
が
多
い
で
す
。

◆
目
標
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
ま

ず
は
、
今
お
世
話
し
て
い
る

5
匹
が
、
健
康
に
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
。
最
終
的
に
は
私
た
ち
の

よ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

が
、
必
要
の
な
い
世
の
中
に

な
る
こ
と
」
と
。
深
い
言
葉

に
感
動
し
ま
し
た
。

今
回
は
鶴
ケ
丘
東
町
会
で
地

域
猫
活
動
を
し
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア「
東
町
会
ね
こ
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
メ
ン
バ
ー

８
人
を
代
表
し
て
、中な

か

畑は
た

さ

ん
、
新し

ん

明み
ょ
う

さ
ん
、
百も

も

崎さ
き

さ
ん

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

地
域
猫
活
動
で
基
本
と
な
る

の
は
T
N
R（
捕
獲Trap

、

避
妊
去
勢
手
術N

euter

、

元
の
場
所
に
戻
すR

eturn

の
略
）
で
す
が
、
私
た
ち
は

捕
獲
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

百崎さん、中畑さん、新明さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー�

土
屋　

克
之

街かどインタビュー
突撃！突撃！

町の団体シリーズ㉒

捨て猫をなくしたい！

うちなだ議会だより  第157号　令和6年5月7日


